
·令和4年度一般会計補正予算
·決算特別委員審査報告
·委員会発議条例　ほか

第4回定例会 2～3 ペ
ー
ジ

大好評！大好評！
   明日萌イベ

ント
   明日萌イベ

ント

·ほろしん温泉指定管理者の指定
·物価高騰対策　補正予算
·小・中学校空調整備工事

臨時会 3 ペ
ー
ジ

鵜野議員が「農業所得対策
について」質問した他、６
名の議員が一般質問を行い
ました。

一般質問 4～7 ペ
ー
ジ

·議会改革　議会モニターの意見箱
·総務民教建設常任委員会　意見書
·産業福祉常任委員会　　　　視察

議会の動き 8～9 ペ
ー
ジ

沼田町議会ＱＲコード

2023年２月
第92号

『輝け雪』のまち『輝け雪』のまち ぬまた町ぬまた町
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令和令和44年年
第第44回�定例会回�定例会
1212月月1515〜〜1616日日

◎
沼
田
町
議
会
議
員
及
び
沼
田

町
長
選
挙
運
動
の
公
費
負
担

に
関
す
る
条
例
改
正

◎
恵
比
島
揚
水
機
場
２
号
ポ
ン

プ
電
動
機
整
備
工
事
の
請
負
契

約
に
つ
い
て

・
契
約
金
額　

６
１
３
８
万
円

　

契
約
先
ク
ボ
タ
環
境
エ
ン
ジ

ニ
ア
リ
ン
グ
株
式
会
社
北
海
道

支
店令

和
４
年
度
補
正
予
算

【
一
般
会
計
】〈
主
な
内
容
〉

振
興
費

　

沼
田
町
企
業
立
地
促
進
条
例

・
補
助
金　
　
　

１
２
５
万
円　

　

町
内
企
業
で
の
雇
用
増
加
に

対
す
る
補
助
金

衛
生
費

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
ワ
ク

チ
ン
接
種
委
託
料

 
７
２
０
万
円

商
工
費

・
魅
力
ア
ッ
プ
ぬ
ま
た
活
性
化

支
援
事
業
補
助　

１
３
４
万
円

・
除
雪
委
託
料　
　

2
1
万
円

　

明
日
萌
イ
ベ
ン
ト
に
対
応
す

る
除
雪

　
12
月
15
日
か
ら
16
日
ま
で
令

和
４
年
第
４
回
定
例
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
町
長
の
一
般
行
政
報
告
お
よ

び
教
育
長
の
教
育
行
政
報
告
の

後
、
７
名
の
議
員
が
一
般
質
問

を
行
い
ま
し
た
。

　
今
回
は
試
験
的
に
ユ
ー
チ
ュ

ー
ブ
生
配
信
を
行
い
ま
し
た
。

上
程
さ
れ
た
主
な
議
案

◎
決
算
特
別
委
員
会
審
査
報
告

令
和
３
年
度
沼
田
町
一
般
会
計

等
・
令
和
３
年
度
沼
田
町
水

道
事
業
　

　
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い

て

農
林
水
産
業
費

・
農
産
加
工
場
パ
ル
パ
ー
フ
ィ

ニ
ッ
シ
ャ
ー
整
備
事
業

 

１
５
４
０
万
円

　

機
械
の
更
新
に
伴
う
起
債

教
育
費　

・
会
計
年
度
職
員
報
酬

 

　

4
0
万
円

・
食
堂
運
営
委
託
料

 

　
　

3
3
万
円

　

ス
キ
ー
場
の
営
業
時
間
が
当

初
計
画
よ
り
拡
大
し
た
た
め

・
町
民
体
育
館
卓
球
台
購
入 

 

4
3
万
円

＊
11
月
の
子
ど
も
議
会
で
の
要

望
で
購
入
さ
れ
ま
し
た

＜明日萌イベントラ
ストラン！＞
　昨年12月25日に行
われた恵比島駅での
クリスマスフェスタ
は多くの鉄道ファン
で賑わいました。

表紙の写真

◎
総
務
民
教
建
設
常
任
委
員
会

所
管
事
務
調
査
報
告

　
飲
酒
運
転
撲
滅
に
向
け
て

◎
沼
田
町
飲
酒
運
転
根
絶
条
例

に
関
す
る
条
例
の
発
議

︵
詳
細
８
ペ
ー
ジ
︶

◎
地
方
公
務
員
法
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
施
行
に
伴
う
関

係
条
例
の
制
定

　
国
が
進
め
る
定
年
延
長
義
務

化
に
あ
わ
せ
て
沼
田
町
職
員
が

段
階
的
に
定
年
を
延
長
可
能
に

す
る
条
例
整
備

加工トマトの裏ごしに使うパルパーフィニッシャー加工トマトの裏ごしに使うパルパーフィニッシャー

燃
料
費
高
騰
に
伴
う
補
正

・
暮
ら
し
の
安
心
セ
ン
タ
ー

 

9
9
万
円

・
ほ
た
る
学
習
館
１
４
０
万
円

・
小
学
校
費　
　

１
５
０
万
円

・
中
学
校
費　
　

１
０
０
万
円

・
和
風
園　
　
　

２
７
９
万
円　

・
旭
寿
園　
　
　

３
５
２
万
円

養
護
老
人
ホ
ー
ム
総
務
費

・
見
守
り
機
器
導
入
に
伴
う
通

信
環
境
整
備
事
業
等

 

　

１
２
８
９
万
円

定年制度の経過措置
年度

年齢 R５年度 R６年度 R７年度 R８年度 R９年度 R10年度 R11年度 R12年度 R13年度
以降

61年

62年

63年

64年

65年



3

第
１
回
臨
時
議
会

 

令
和
５
年
１
月
１２
日

第
７
回
臨
時
議
会

 

令
和
４
年
１１
月
２８
日

◎
学
校
管
理
費

　

国
の
学
校
施
設
環
境
改
善

事
業
を
活
用
し
、
学
校
に
エ

ア
コ
ン
を
配
置
し
ま
す
。

・
小
学
校
空
調
整
備
工
事

 

３
２
９
９
万
円

・
中
学
校
空
調
整
備
工
事

 

５
４
９
７
万
円

◎
児
童
福
祉
費
補
助
金

・
出
産
・
子
育
て
応
援
交
付

金
事
業 

8
4
万
円

　

出
産
応
援　

妊
婦
１
名
あ

た
り
５
万
円
支
給

　

子
育
て
応
援　

こ
ど
も
１

人
あ
た
り
５
万
円
支
給

・
町
道
除
雪
委
託
料

１
０
０
０
万
円

　

除
排
雪
費
の
増
加
に
よ
る

補
正

◎
町
職
員
給
与
に
関
す
る
条

例
な
ど
の
改
正

　

職
員
給
与
・
特
別
職
給

与
・
議
員
報
酬
の
条
例
の
一

部
改
正

一
般
会
計
補
正
予
算

◎
物
価
原
油
高
騰
対
策
事
業

費
・
電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
価

格
高
騰
緊
急
支
援
給
付
金

２
３
８
５
万
円

・
原
油
価
格
・
物
価
高
騰
対

策
補
助
金

 

１
１
７
７
万
円

　

商
工
業
者
に
対
す
る
電
気

料
の
一
部
支
援

・
農
業
資
材
価
格
高
騰
対
策

助
成 

１
８
６
９
万
円

・
高
齢
者
世
帯
等
福
祉
灯
油

助
成
事
業 

２
５
０
万
円

・
沼
田
町
定
住
支
援
世
帯
冬

季
暖
房
経
費
助
成
事
業

 

１
４
８
０
万
円

◎
ス
コ
ー
レ
セ
ン
タ
ー
指
定

管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　

ほ
ろ
し
ん
温
泉
ほ
た
る
館

の
運
営
が
シ
ダ
ッ
ク
ス
大
新

東
サ
ー
ビ
ス
契
約
期
間
終
了

に
伴
い
、
第
一
寶ホ

亭テ

留ル

に
決

定
し
ま
し
た
。
定
山
渓
や
富

良
野
な
ど
温
泉
業
務
の
実
績

が
あ
り
、
町
特
産
品
を
メ
ニ

ュ
ー
に
取
り
入
れ
る
こ
と
な

ど
の
検
討
や
特
産
品
を
配
布

し
Ｐ
Ｒ
を
す
る
こ
と
な
ど
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

4月から新しい指定管理者へ4月から新しい指定管理者へ

議場での傍聴者は4名、初のYouTube配信は伸べ視聴者数308名でした。
今回のYouTubeライブ配信は試験的なものでしたが、今後また継続検討して行きます。

～みなさまの傍聴お待ちしています～
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町
長
・
教
育
長

町
長
・
教
育
長
へ
の
へ
の一
般
質
問

一
般
質
問

次
期
町
長
選
挙
に
向
け
て
の
考
え
は

新
た
な
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
挑
戦
す
る

問答問　
令
和
元
年
５
月
に
横
山

町
政
が
ス
タ
ー
ト
し
て
か

ら
４
年
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い

る
。

　

こ
の
期
間
は
畑
に
種
を
ま
い

た
時
期
だ
と
す
れ
ば
、
こ
の
４

年
間
で
行
っ
て
き
た
多
く
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
実
を
結
び
、
そ

の
収
穫
物
を
成
果
と
し
て
町
が

潤
い
、
活
性
化
さ
せ
る
政
策
が

今
後
必
要
と
考
え
る
。

　

任
期
満
了
に
伴
う
町
長
選
挙

に
対
し
て
の
横
山
町
長
の
考
え

を
聞
き
た
い
。

　

私
は
今
ま
で
オ
ー

ル
沼
田
の
ま
ち
づ
く

り
を
何
度
も
提
唱
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
行
政

主
導
で
は
ま
ち
づ
く
り
は
完
結

で
き
な
い
、
そ
ん
な
時
代
が
到

来
し
て
い
る
と
考
え
る
か
ら
で

す
。

　

オ
ー
ル
沼
田
の
町
づ
く
り
の

基
盤
を
作
る
こ
と
こ
そ
、
私
に

与
え
ら
れ
た
使
命
で
あ
る
と
捉

え
ま
す
。

　

新
た
な
公
共
交
通
体
制
の
確

立
を
は
じ
め
、
多
く
の
課
題
に

取
り
組
み
、
町
民
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
よ
り

一
層
推
進
す
る
た
め
、
後
援
会

の
推
薦
も
あ
り
次
期
町
長
選
に

伊藤 淳
議員

畑地　誉
議員

問　
令
和
５
年
度
か
ら
オ
ー

プ
ン
す
る
自
然
学
校
は
、

専
門
的
人
材
育
成
が
な
さ
れ
る

ま
で
直
営
で
管
理
し
、
事
業
を

行
う
と
い
う
行
政
報
告
が
あ
っ

た
。

　

当
初
の
計
画
で
は
、
ま
る
ご

と
自
然
体
験
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

業
務
を
担
っ
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
が
指
定
管
理
す
る
こ
と
を
前

提
に
計
画
を
組
ん
で
い
た
は
ず

で
、
人
材
育
成
が
理
由
で
あ
る

な
ら
当
初
の
ハ
ー
ド
ル
が
高
か

っ
た
の
で
は
な
い
か
。

　

自
然
学
校
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
開

発
や
家
畜
の
世
話
な
ど
も
あ
り
、

今
の
３
人
体
制
で
不
足
す
る
の

な
ら
町
か
ら
の
人
的
支
援
や
、

計
画
内
容
の
変
更
が
あ
る
の
か

聞
き
た
い
。

　

令
和
５
年
か
ら
、
オ
ー
ト
キ

ャ
ン
プ
場
が
ほ
ろ
し
ん
温
泉
の

新
た
な
指
定
管
理
者
に
変
わ
る
。

直
営
に
な
る
自
然
学
校
の
グ
ラ

ン
ピ
ン
グ
が
で
き
る
プ
ラ
イ
ベ

ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
と
、
指
定
管

理
の
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
の
棲

み
分
け
が
う
ま
く
機
能
す
る
の

か
疑
問
が
あ
る
。
自
然
学
校
を

直
営
に
す
る
ね
ら
い
は
何
か
。

　

運
営
法
人
が
自
然

学
校
本
体
の
事
業
を

行
い
、
産
業
創
出
課
が
ほ
た
る

学
習
館
の
施
設
管
理
を
行
い
ま

す
。
自
然
学
校
を
直
営
で
運
営

す
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
事
業
内
容
は
基
本
的
に
変

わ
り
ま
せ
ん
。

　

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場

自
然
学
校
を
直
営
で
運
営
す
る
ね
ら
い
は

当
面
指
定
管
理
で
は
な
く
委
託
で
事
業
運
営
を
行
う

問答

は
ほ
た
る
学
習
館
敷
地
内
で
す

の
で
、
町
か
ら
自
然
学
校
に
備

品
も
含
め
て
無
償
貸
与
し
て
、

空
間
を
独
り
占
め
で
き
る
高
い

満
足
度
を
提
供
し
ま
す
。

　

オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
は
気
軽

な
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
に
対
応
し
、

自
然
学
校
の
体
験
も
提
供
し
て

い
き
た
い
。

自然学校主催の森のようちえん自然学校主催の森のようちえん

再
選
を
目
指
し
て
立
起
す
る
こ

と
を
表
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

新たな公共交通体制をめざして新たな公共交通体制をめざして
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役場2階にある役場2階にある
アグリファーム事務所アグリファーム事務所

新
た
な
農
業
所
得
対
策
は
必
要

意
見
反
映
で
き
る
よ
う
調
整
す
る

問答

町
民
の
声
を
取
り
入
れ
た
双
方
向
の
ま
ち
づ
く
り
を

懇
談
会
の
対
応
に
様
々
な
工
夫
を
し
て
い
く

問答

問　
沼
田
町
の
農
業
政
策
の

一
つ
で
あ
る
ア
グ
リ
フ
ァ

ー
ム
は
町
長
肝
い
り
の
事
業
だ

っ
た
が
、
時
代
の
流
れ
や
ニ
ー

ズ
に
合
っ
て
い
る
の
か
聞
き
た

い
。

　

農
業
所
得
対
策
事
業
は
、
経

営
の
高
度
化
が
進
む
農
業
者
に

対
す
る
支
援
戦
略
と
し
て
重
要

な
事
業
と
考
え
る
。
こ
れ
が
う

ま
く
機
能
す
る
と
農
家
戸
数
の

減
少
が
緩
や
か
に
な
る
。

　

所
得
対
策
事
業
が
、
継
続
し

問　
３
年
前
、
町
民
と
双
方

向
で
の
オ
ー
ル
沼
田
の
ま

ち
づ
く
り
を
質
問
し
た
後
、
コ

ロ
ナ
禍
で
対
面
で
の
懇
談
会
が

難
し
く
な
っ
た
。

　

そ
の
後
の
ふ
る
さ
と
創
造
懇

談
会
は
参
加
者
が
少
な
く
、
原

因
は
町
民
の
声
を
受
け
止
め
る

余
地
が
少
な
い
か
ら
と
い
う
声

も
あ
る
。

　

町
長
が
目
指
す
町
民
と
一
体

と
な
っ
た
ま
ち
づ
く
り
は
、
懇

談
会
を
工
夫
す
る
中
で
町
民
の

声
を
聞
く
こ
と
が
で
き
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
る
。

　

行
政
の
プ
ロ
で
あ
る
役
場
職

て
同
じ
も
の
が
繰
り
返
さ
れ
て

お
り
、
農
家
が
使
っ
て
み
て
自

分
の
経
営
に
プ
ラ
ス
に
な
る
メ

ニ
ュ
ー
づ
く
り
も
考
え
な
け
れ

ば
、
対
策
が
機
能
し
な
い
し
農

家
所
得
も
向
上
し
て
い
か
な
い
。

　

所
得
対
策
事
業
が
時
代
に
即

し
た
メ
ニ
ュ
ー
な
の
か
町
長
に

聞
き
た
い
。

　

ア
グ
リ
フ
ァ
ー
ム

は
時
代
に
マ
ッ
チ
し

た
環
境
を
作
り
な
が
ら
、
将
来

を
見
据
え
る
担
い
手
の
確
保
に

向
け
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

　

農
業
所
得
対
策
は
農
家
の
意

向
に
あ
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
な
の
か

と
言
う
こ
と
で
す
が
、
こ
れ
を

整
理
す
る
た
め
に
協
議
の
場
に

員
の
視
点
で
は
な
い
光
る
ア
イ

デ
ア
が
、
ふ
る
さ
と
創
造
懇
談

会
の
大
事
な
部
分
だ
と
思
う
。

そ
れ
に
よ
っ
て
職
員
も
手
応
え

を
感
じ
る
し
、
そ
う
い
う
姿
勢

が
双
方
向
の
ま
ち
づ
く
り
の
大

き
な
一
歩
に
な
る
。
町
長
の
考

え
を
聞
き
た
い
。

　

ふ
る
さ
と
創
造
懇

談
会
は
、
ま
ち
づ
く

り
の
重
要
案
件
や
事
業
経
過
を

皆
さ
ま
に
お
知
ら
せ
し
、
い
た

だ
い
た
意
見
や
要
望
に
は
て
い

ね
い
に
対
応
し
て
い
ま
す
。
実

行
で
き
る
も
の
は
す
ぐ
に
実
行

鵜野　範之
議員

長野 時敏
議員

農
家
の
代
表
も
入
っ
て
も
ら
い
、

我
々
が
考
え
る
も
の
に
不
足
が

な
い
か
ご
意
見
を
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

　

改
め
て
農
業
推
進
委
員
会
、

し
て
き
た
つ
も
り
で
す
。
し
か

し
、
意
見
を
す
べ
て
実
行
す
る

の
は
難
し
い
部
分
も
あ
る
こ
と

を
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

　

参
加
者
が
少
な
い
こ
と
に
対

し
て
は
、
市
街
地
区
で
昼
夜
２

回
に
し
た
り
、
農
村
地
区
で
は

夜
間
開
催
に
す
る
な
ど
、
参
加

し
や
す
く
な
る
よ
う
な
模
索
を

し
て
い
ま
す
。

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
な
ど

の
手
法
を
取
り
入
れ
な
が
ら
進

め
る
必
要
も
あ
り
ま
す
が
、
あ

く
ま
で
も
手
法
の
１
つ
で
あ
り
、

今
後
の
対
応
策
に
つ
い
て
さ
ら

に
工
夫
を
し
ま
す
。

あ
る
い
は
農
業
総
合
対
策
協
議

会
に
提
示
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

意
見
反
映
で
き
る
よ
う
調
整
し

ま
す
。

長
野
議
員
の
そ
の
ほ
か
の
質
問

問
樹
液
づ
く
り
の
町
の
推
進
を

答	
ほ
ろ
し
ん
の
森
で
採
取
を
進
め
る
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問　
前
回
定
例
会
に
お
い

て
、
町
長
は
「
国
か
ら
の

指
示
が
な
い
段
階
で
あ
り
、
周

辺
の
状
況
を
見
て
判
断
す
る
」

旨
の
回
答
を
し
た
。
実
際
に
は

実
施
し
た
自
治
体
が
少
数
だ
っ

た
に
も
関
わ
ら
ず
半
旗
を
掲
揚

し
た
。

　

情
報
収
集
を
ど
の
よ
う
に
行

い
判
断
材
料
と
し
た
の
か
。

　

国
葬
を
行
う
こ
と
を
ど
の
よ

う
に
考
え
た
の
か
。

　

国
が
行
う
こ
と
に
町
は
従
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
根

拠
が
あ
る
の
か
。

　

半
旗
の
掲
揚
に
至
る
経
過
を

町
民
に
説
明
す
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　

北
空
知
は
二
町
が

実
施
、
一
市
一
町
が

未
実
施
で
し
た
。

　

元
首
相
を
務
め
ら
れ
た
方
が
、

悲
惨
な
事
故
で
亡
く
な
り
、
国

民
と
し
て
敬
意
と
弔
意
を
も
っ

て
弔
う
べ
き
と
思
っ
て
い
ま
す
。

総
理
と
し
て
８
年
８
ヶ
月
に
亘

っ
て
、
国
民
の
生
活
を
守
る
た

め
に
奔
走
し
、
東
日
本
大
震
災

か
ら
の
復
興
、
日
本
経
済
の
再

生
や
発
展
に
尽
力
し
、
日
米
関

係
を
基
軸
と
し
た
諸
外
国
と
の

外
交
を
指
導
さ
れ
た
功
績
は
紛

れ
も
な
い
事
実
と
認
識
す
る
と

こ
ろ
で
す
。
実
績
功
績
に
対
し

敬
意
を
持
っ
て
弔
意
を
示
す
べ

き
と
判
断
し
実
施
し
た
も
の
で

す
。

　

改
め
て
説
明
会
を
開
催
す
る

安
倍
元
首
相
の
国
葬
へ
の
対
応
は

町
と
し
て
功
績
に
敬
意
を
表
し
た

問答

篠原 暁
議員

篠
原
議
員
の
そ
の
ほ
か
の
質
問

問
留
萌
線
廃
止
後
に
移
動
の
自
由
は
確
保
さ
れ
る
の
か

答	

次
世
代
交
通
推
進
室
で
対
応
す
る

問
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
町
民
を
幸
せ
に
す
る
の
か

答	

交
付
時
に
て
い
ね
い
に
説
明
す
る

上野 敏夫
議員

問　
全
国
的
に
出
生
率
が
下

が
り
大
き
な
問
題
と
な
っ

て
い
る
。
沼
田
町
で
も
新
生
児

が
少
な
く
４
月
か
ら
は
２
人
と

聞
い
て
い
る
。
こ
ど
も
園
、小
・

中
学
校
、
あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
に

大
き
な
影
響
が
出
る
と
思
う
が

ど
う
考
え
る
の
か
。

　

山
村
留
学
の
取
組
み
、
入
学

前
の
幼
児
の
家
庭
へ
の
水
道
料

金
や
オ
ム
ツ
の
無
料
化
な
ど
子

育
て
中
の
親
に
寄
り
添
う
こ
と

が
大
切
と
思
う
が
ど
う
考
え
る

の
か
。

　

他
町
か
ら
来
た
同
級
生
も
友

達
も
親
戚
も
い
な
い
お
母
さ
ん

は
、
い
ざ
と
い
う
時
に
頼
る
と

こ
ろ
、
相
談
す
る
人
が
い
な
い

と
い
う
声
を
聞
く
。
町
全
体
で

赤
ち
ゃ
ん
を
見
守
っ
て
い
く
サ

ポ
ー
ト
機
能
が
発
揮
で
き
て
い

な
い
と
思
う
が
ど
う
考
え
る
の

か
。

　

昨
年
の
全
国
出
生

数
は
81
万
千
人
︵
前

年
比
２
万
９
千
人
減
︶
で
、
今

年
度
さ
ら
に
減
り
、
本
町
も
、

園
、
小
・
中
学
校
に
影
響
が
出

て
く
る
大
き
な
問
題
で
す
。

　

子
育
て
支
援
充
実
を
掲
げ
、

乳
幼
児
か
ら
高
校
生
ま
で
の
医

療
費
無
料
化
、
乳
幼
児
の
健
康

検
診
助
成
、
こ
ど
も
園
の
保
育

料
の
無
償
化
な
ど
、
町
独
自
の

支
援
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

山
村
留
学
な
ど
も
含
め
、
子

育
て
し
や
す
い
町
づ
く
り
を
念

頭
に
置
き
、
現
在
独
自
に
行
っ

て
い
る
子
育
て
支
援
策
、
事
業

も
含
め
て
今
後
の
対
策
、
適
切

な
支
援
に
つ
い
て
検
討
実
施
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

を
立
ち
上
げ
、
子
育
て
が
終
わ

っ
た
親
御
さ
ん
に
登
録
を
し
て

い
た
だ
き
お
子
さ
ん
を
持
つ
方

の
サ
ポ
ー
ト
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

沼
田
町
の
少
子
化
と
親
へ
の
支
援
を

現
状
を
深
く
受
け
止
め
検
討
す
る

問答

予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
町
民

の
皆
様
の
ご
理
解
は
い
た
だ
け

る
も
の
と
思
い
ま
す
。

　

改
め
て
説
明
会
を
開
催
す
る

予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
町
民

の
皆
様
の
ご
理
解
は
い
た
だ
け

る
も
の
と
思
い
ま
す
。

上
野
議
員
の
そ
の
ほ
か
の
質
問

問
子
ど
も
が
利
用
し
や
す
い
高
穂
ス
キ
ー
場
の
活
用

教
育
長 

答
レ
ッ
ス
ン
料
の
補
助
、駐
車
場
の
整
備
を
検
討
す
る



広
報
特
別
委
員
会
視
察
研
修

広
報
特
別
委
員
会
視
察
研
修

鷹
栖
町
（
10
／
27
）
、
仁
木
町
（
10
／
28
）

　

初
め
て
広
報
を
担
当
す
る
メ

ン
バ
ー
が
手
探
り
で
始
め
た
編

集
で
し
た
が
、
よ
う
や
く
全
国

レ
ベ
ル
の
議
会
を
視
察
す
る
機

会
を
得
ま
し
た
。

　

１
日
目
の
鷹
栖
町
議
会
は
、

ア
イ
デ
ア
豊
富
な
委
員
長
の
下

魅
力
あ
る
紙
面
構
成
に
取
り
組

ん
で
い
ま
し
た
。
議
会
終
了
か

ら
脱
稿
ま
で
の
テ
ン
ポ
が
速
く
、

高
機
能
な
編
集
ソ
フ
ト
や
文
字

起
こ
し
の
シ
ス
テ
ム
化
な
ど
、

Ｉ
Ｔ
化
に
多
額
の
予
算
が
充
て

ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
週
刊
誌
の
よ
う
な
お

知
ら
せ
チ
ラ
シ
や
、
広
報
に
先

立
っ
て
発
行
さ
れ
る
速
報
版
な

ど
ユ
ニ
ー
ク
な
活
動
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
し
た
。

　

２
日
目
の
仁
木
町
議
会
も
何

度
も
全
国
入
賞
し
た
実
績
が
あ

り
、
全
議
員
が
事
務
局
と
協
力

し
て
編
集
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
表
紙
に
は
毎
回
大
き
く
子

ど
も
や
家
族
の
写
真
を
使
い
、

そ
の
写
真
と
連
動
し
た
家
族
紹

介
の
記
事
が
裏
表
紙
で
取
り
上

げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
広
報
も
今
回
を
含

め
て
あ
と
２
回
で
す
が
、
研
修

の
成
果
を
生
か
し
、
事
務
局
の

力
も
借
り
な
が
ら
紙
面
改
革
に

取
り
組
み
ま
す
。
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メタバースってナニ？
　一言でいうと「仮想空間」
です。ネット上に構成される
世界で、私たちはアバターと
呼ばれる分身を介して活動し
ます。商店街を歩いて実際の
店員さんのアバターと会話す
るなど、現実の世界をネット
空間に再現できますが、今は
まだ発展途上の技術です。

久保 元宏
議員

問　
町
も
商
店
街
活
性
化
に

複
数
提
案
を
し
て
い
る

が
、
結
果
的
に
集
客
に
結
び
つ

い
て
い
な
い
。

　

活
動
拠
点
整
備
事
業
で
各
個

店
の
看
板
を
新
し
く
す
る
と
街

そ
の
も
の
を
歩
き
た
く
な
る
。

魅
力
ア
ッ
プ
沼
田
活
性
化
事
業

で
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
を
作
る
。

そ
う
い
う
取
組
で
、
す
で
に
あ

る
事
業
が
活
か
さ
れ
る
。

　

ま
た
、
バ
ー
チ
ャ
ル
沼
田
商

店
街
が
起
爆
剤
の
一
つ
に
な
る

の
で
は
な
い
か
と
い
う
議
論
が

あ
る
。
擬
似
的
ウ
イ
ン
ド
シ
ョ

ッ
ピ
ン
グ
が
実
際
の
入
店
も
促

す
。
さ
ら
に
こ
れ
か
ら
は
メ
タ

バ
ー
ス
空
間
の
時
代
。
や
る
な

ら
今
で
、
他
の
町
が
や
っ
て
か

ら
で
は
魅
力
が
無
く
な
る
。

　

町
長
が
考
え
る
商
店
街
の
活

性
化
策
と
、
お
買
い
物
ア
プ
リ

や
メ
タ
バ
ー
ス
へ
の
支
援
に
つ

い
て
聞
き
た
い
。

　

商
店
街
が
活
性
化

す
る
た
め
に
は
商
工

業
と
農
業
の
連
携
が
必
要
で
す
。

商
工
会
が
お
買
い
物
ア
プ
リ
に
着
手
す
る
の
は
今

商
工
会
の
取
組
を
支
援
を
す
る

問答

ま
た
、
Ｊ
Ｒ
留
萌
本
線

廃
線
後
の
次
世
代
交
通

と
ま
ち
づ
く
り
も
い
っ

し
ょ
に
考
え
ま
す
。

　

お
買
い
物
ア
プ
リ
は

町
内
外
か
ら
買
い
物
利

用
の
増
加
が
期
待
で
き
、

購
買
の
流
出
を
防
ぐ
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ

商
工
会
で
検
討
い
た
だ

き
、
町
も
前
向
き
に
支

援
し
た
い
。

　

メ
タ
バ
ー
ス
は
買
い

物
だ
け
で
な
く
、
本
町

の
交
流
・
関
係
人
口
を

つ
な
ぐ
仮
想
空
間
で
す
。

沼
田
町
の
フ
ァ
ン
を
増

や
す
た
め
に
情
報
収
集

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
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総務民教建設常任委員会

産業福祉常任委員会

所管事務調査報告　「飲酒運転撲滅に向けて」

所管事務調査視察　「社会福祉協議会と連携した町づくり」

　飲酒運転は地域住民の幸せを阻害する悪質な犯罪であり、被害者と家族の人生を大きく狂わせるも
ので、絶対にしてはいけない行為である。
　沼田町は、昭和40年３月に交通安全宣言をしていることから、改めて飲酒運転がもたらす交通事故
の悲惨さを強く認識し、住民意識を高め、持続することが必要である。

　この度、総務民教建設常任委員会は、以下の理由から飲酒運転根絶に関する条例の制定を提案しました。

　産業福祉常任委員会は、昨年11月30日に増毛町を訪ね、町福祉厚生課と「社会福祉協議会と連携した
町づくり」について意見交換をしました。以下にその内容を報告します。

沼田町飲酒運転根絶に関する条例

あいさつをする上野委員長あいさつをする上野委員長

　飲酒運転根絶のためには、法律による厳罰化と
いう外形的な対応に委ねるだけではなく、町民の
規範意識の定着や再発防止という内面的な観点か
らの取組が必要である。公務に携わる者が率先し
て取り組むことはもちろん、町民一人ひとりが飲
酒運転は大切な命を奪う重大事故の原因となるこ
とを深く認識し、「飲酒運転をしない、させない、
許さない」そして、「見逃さない」という強い自
覚を持ち行動することが必要である。

　増毛町では、「みんなで支え合う地域づくり」
として、老人クラブ連合会をはじめ、各種団体へ
の運営費助成や活動支援を行っている。
　さらに、住民が主体となる「おたがいさま事業」
として、掃除や洗濯、衣類の整理、買い物や調理
のほか、草刈りなどを１回30分、500円のチケッ
ト制で行っている。
　子どもから高齢者、障がい者等の交流の場とし
て、ふれあい広場を開催し、交流を図っている。
子どもから高齢者の取組は三世代交流で、障がい
者の交流は母子会との合同で旅行会を企画してい
る。(ここ数年はコロナ禍で中止)
　今回の視察を経験して、沼田町では各団体のボ
ランティア代表が集まって会議を行う推進委員会

　沼田町民が一致協力し飲酒運転根絶に向けて取
り組むことを決意し、10条からなる条例を制定す
る。

で団体ごとにボランティア活動を行っており、ボ
ランティアセンターとしての事業の統一、調整が
行われていないことを感じた。
　今後ボランティア活動の一体化が必要であると
考える。
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　私は議会モニターになって３年になります。３年前議会モニ
ターをやってみませんかと誘っていただいたとき、議会という
ものを意識してこなかったと気づき、テレビのニュース番組や
新聞もあまり見ず身の回りのことだけで、しかも沼田出身ではないので、私が議会モニターになっ
て大丈夫なのだろうか不安でした。しかしこんな私でも理解できる様に一からわかりやすく議会の
しくみ等を教えて下さり勉強することができました。
　今回議会モニターとして議会を傍聴したり、議員さんの仕事を近くで見させて頂けたことで、議
員の皆さんが沼田町民のために何ができるのかを視野を広くもち多方面で尽力して頂いているこ
と、また、私のような議会素人の未熟な意見にもしっかりと耳を傾けて頂けることが分かりました。
今はまだ議会について自分とは縁遠い存在に思っている方もいるかもしれませんが、私はとても身
近な存在だと思います。この事を多くの人に感じてもらえる様な手助けを議会モニターとして努力
していきたいと思います。
　これから沼田を全く新しい町にするのではなく、今ある沼田の良い部分を最大限に活用し皆で未
来の事を考え、この素敵な、町をより良いものにしていけたらと思います。

議会モニターの意見箱
沼田町議会モニター　渡 邊 　 幸 恵

説明を受ける渡邊さん（中央）説明を受ける渡邊さん（中央）

自
治
振
興
協
議
会

と
の
懇
談
会

　

11
月
28
日
に　

自
治
振
興
協

議
会
︵
宮
脇
英
樹
会
長
︶
の
役

員
の
皆
様
と
議
員
会
と
で
懇
談

会
を
行
い
ま
し
た
。

　

各
行
政
区
か
ら
提
出
さ
れ
た

意
見
や
要
望
に
対
す
る
町
の
回

答
や
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
報

告
が
な
さ
れ
、
議
会
か
ら
は
議

会
基
本
条
例
に
対
す
る
そ
れ
ぞ

れ
の
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

議
会
モ
ニ
タ
ー
会

議
の
開
催

　

12
月
22
日
に
議
会
モ
ニ
タ
ー

と
の
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

会
議
は
毎
定
例
会
後
に
行
い
、

年
４
回
の
予
定
で
開
催
し
、
議

会
の
活
性
化
に
向
け
て
意
見
交

換
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

議
会
モ
ニ
タ
ー
の
皆
さ
ん
に

４
年
間
の
活
動
報
告
を
行
い
、

そ
の
総
括
と
し
て
議
会
基
本
条

例
の
制
定
に
向
け
て
の
意
見
も

参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
年

度
末
に
向
け
て
最
終
報
告
を
ま

と
め
て
い
き
ま
す
。

町民町民ととつながるつながる議会議会をを目指して目指して
議会改革特別委員会

自治振興協議会役員の皆様自治振興協議会役員の皆様

５名の議会モニターとの意見交換５名の議会モニターとの意見交換
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「
議
会
広
報
」

「
議
会
広
報
」

２
０
２
３
年
２
月
９
日
発
行　

発
行
者　

沼
田
町
議
会　
〒
０
７
８
―
２
２
０
２　

北
海
道
雨
竜
郡
沼
田
町　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
１
６
４
―

３
５
―

２
１
１
７

あ
と
が
き

あ
と
が
き

この度、長年に渡り町内外の人々に愛されてきた町営
高穂スキー場が施設の老朽化に伴い、新たにASHIMOI 
KANKO高穂スキー場としてリニューアルオープンする運
びとなりました。この様な決断をして頂いた町行政をはじ
め各関係団体、各関係機関の皆様方の御理解と御尽力
に心から感謝とお礼を申し上げます。北海道内のスキー
場が減少傾向にありますが、沼田町ではスキー場を存続
する方向に向かって頂きました。今までは一人乗りのリフ
トでしたが二人乗りのリフトに変更され、ロッジは２階建
ての見晴らしの良いものになりました。例年より親子連れ
の方々や町内外より多くの人々が来場されていると肌で感
じているところです。１月上旬の好天の日にはリフト乗り
場が長蛇の列となり、私が小学校時代の昭和の賑わいを
感じました。
沼田スキー学校も設立40周年を迎える年となりました
が、20数名の指導者で活動しています。小さなスキー場
ではありますが地域の様 な々方 と々共に力を合わせ、子ど
もから大人まで賑わい溢れるスキー場であり続けることを
願い、今後ともスキーの「楽しさ」を指導者が一丸となり
子ども達に伝えていきたいです。そして、町内外の多くの
人々が豪雪地帯の沼田町でスポーツを通じて健康な体作
りに役立てて頂きたいです。

広
報
特
別
委
員

長
野
時
敏
　
篠
原
　
暁

上
野
敏
夫
　
畑
地
　
誉

伊
藤
　
淳

　

行
動
制
限
が
な
い
年
越
し

を
迎
え
、
し
ば
ら
く
会
え
な

か
っ
た
家
族
や
知
人
に
再
会

で
き
た
方
も
多
か
っ
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

昔
は
親
戚
や
子
ど
も
た
ち

が
集
ま
る
と
、
楽
し
い
遊
び

が
始
ま
り
、
特
に
任
天
堂
の

花
札
で
遊
ん
だ
こ
と
が
多
く

あ
り
ま
し
た
。
大
人
や
お
兄

ち
ゃ
ん
た
ち
の
ま
ね
を
し
て

小
さ
な
子
も
参
加
し
、
子
ど

も
た
ち
は
遊
び
の
中
か
ら
、

伝
承
や
日
本
文
化
そ
し
て
ル

ー
ル
を
学
ん
で
社
会
性
を
養

い
ま
し
た
。

　

今
や
デ
ジ
タ
ル
社
会
、
ニ

ン
テ
ン
ド
ー
ス
イ
ッ
チ
の
テ

レ
ビ
ゲ
ー
ム
に
つ
い
て
行
け

な
い
大
人
た
ち
は
、
逆
に
子

ど
も
か
ら
教
わ
る
こ
と
も
︙

　

生
涯
学
習
の
時
代
は
い
つ

ま
で
も
学
ぶ
こ
と
が
多
く
あ

り
ま
す
。

沼田スキー学校　副校長 横
よこ

 山
やま

　昌
まさ

 利
とし

さん

黒
田
局
長

中
山
書
記

改

翔

試

挑

進

戻

変

穏

学

幸

馬

柔

今年の思いは
この一文字

小峯議長 鵜野副議長

大沼議員 高田議員

上野議員 久保議員

長野議員 篠原議員

畑地議員 伊藤議員

スキー学校は大忙しスキー学校は大忙し

スキー場の
　	発展に向けて


